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豊
な
觀
察
力
と
知
識
を
組
織
立
て
る
學
問
的
頭
脳
と
之
を
表
現
す
る
勝
れ
た
材
能
と
は
美 

術
史
家
た
る
者
に
缺
く
こ
と
の
出
來
な
い
必
須
の
條
件
で
ぁ
る
。
澤
木
先
生
は
こ
の
條
件 

.

を
具
備
し
得
た
稀
世
の
美
術
史
家
の
.

一
人
に
®

す
る
。
先
生
は
我
國
に
初
め
て
學
問
的
美 

—

術
史
を
導
き
入
れ
.

之
を
打
ち
樹
.
て
た
最
初
の
人
で
ぁ
っ
て
、
そ
の
長
か
ら
ぬ
四
十
五
歲 

の
生
涯
を
こ
の
爲
に
捧
げ
た
先
生
の
努
ヵ
の
跡
は
蹇
に
偉
大
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

先
生
は
愛
情
を
以
て
美
術
作
品
を
觀
熱
情
を
以
て
之
を
說
き
、
又
筆
を
執
れ
ば
流
煺
、
 

則
ち
珠
玉
の
文
を
成
し
た
。
木
書
は
久
し
く
そ
の
絕
版
を
惜
ま
れ
て
ゐ
た「

西
洋
美
術 

史
研
究」

全I

ー
卷C

岩
波
版)

ょ
り
、
，硏
究
的
方
面
の
勞
作
の
み
を
を
編
ん
で
.
卷
に
纏 

め
た
も
の
で
ぁ
る
"
.

先
生
の
文
は
こ
れ
、常

L

啓
蒙
的
熱
情
を
以
て
書
か
れ
、
總
べ
て
所
謂 

「

古
く
し
て
新
し
き
も
の」

，

美
術
史
學
志
望
者
に
は 
' 

大
指
針
.
美
術
愛
好
者
に
は
良 

き
伴
侶
た
る
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。 

@

響
の
_

葉〕

澤

木

梢
(

四

方

吉
 >

著

パ へ

I I
シ
ッ
ク
の
典
雅̂
^

ル
ネ
サ
ン
ス
の̂
^

た
る
、
f
 

撤
史
f

の
大f

住
く
雄
數
編
を
收
め
た
る
決
定

|

近

刊

告

三

S

學

會

雜

誌

.

第

三

十

六

卷

，

第

#

_

嚇

界

_

濟

新

秩

薪

: ^

金

_

地

：位

：

_

_

.

:

.

原

、
-:
:

賢

_

_

:

ン
助

,

!

、
金

問

題

の

再

燃

く
 

,

.

.

< 

,

,

,

く

、 

■
 

• 

t

 

■

:

'

'

第
一
ニ
次
，世
揪
大
戰
の
過
程
に
於
^
て
旣
に
建
設
さ
.
れ
つ
ゝ
あ
る
|

界
新
秧
序
と
：.の| |

聯
把
.

於
：い

て
.,
■
'

吾
々
ゎ
關
心
を:#
求
し
モ
.や
る 

問
題
-

の

.一

つ
は
、「

金
問
題」

で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
、
早

に

「

金
し
そ
れ
.

自
體
：の’
問
_

で
ゆ
な
い
。「

金
を
用
办
ざ'
る
經
濟
體
制」

；の
べ 

問
題
.

で
あ
つ
.

て
、
做
界
經
濟
機
權
の
根
本
に
韻
れ
る
も
の
セ
あ
る
,0
.
- 

’
 

、
 

「

命
問
題
J
ri
:

旣
に
锻
一
次
大
戰
に.ょ
つ
て
撳
趄
さ
れ
た
の
で

「

あ
る
が
、
大
戰
後
の
幣
制
改
革
に
對
し
て
は
、
、金
本
タ
制
度
の
世
界
的 

復
興
を
以
つ
て一

應
の
靜
決
を
み
る
に
至

0

た
9

然
る
に
そ
の
世
界
的
復
興
猶
動
が
漸
く
終
了
を
告
げ
.

た
頃
に
は
、
佌
塊
經
濟
は
慢
性 

的
尨
る
不
況
過
程
に
移
行
し
、
そ
の
綠
果
砰
び
金
本
位
制
渡
の
世
界
的
崩
壞
を
見
る
に
卑
つ
た
。

「

金
問
題」

は
こ
の
時
辟
提
起
さ
れ
た 

丨

10

:
界
經
濟
新
秧
序
ミ
命
の
地
似
 

、
 

_
1

.

(

七
：

M

C



,

: '

抑

裳

濟

新

秩
k

命
の
地
位 

\

パ

.

' 

ゴ

(

七
ニ
四〕

‘

心
け
で
あ
っ
た
亦
ハ
當
時
は
沬
だ
多

V

金̂

位
制
度
の
一
時
的
停
止
と
腿
せ
ら
れ
、
經
濟
機
鞲
の
根
本

:̂

觸
れ
：る
間
題
と.
し

，セ

ま

：
次

取
-■■
-
■
■
:

,■」

：
 

礙
は
れ
る
に
至
ら
な
か
つ
た
ぬ
で
あ
る
 

o
 

;

 

:
 

. 

、

、

.

.

,

 

,
,

-

今
次
大
戰
に
於
い
て
、
世
界
通
貨
と
1

て
の
务
の
顚
落
が
論
議
，の
焦
點
と
な
る
に
茧
っ
，た
直
接
の
契
機
は

1

ド
ィ
ツ
が
フ
ラ
ン
ス
制：

，
■,
/

::
- 

勒

に

成

，功

し

た

‘

こ
と
で
あ
っ-
た
0

即
ち
パ
‘

萬
1
,

ド
_

ィ
、ア
が
最
後
の
勝
利
を
占
め
る
に
茧
れ
ば
、
全
體
あ
義
妒

#

界

を

支

配

，す

る

と

.
と

、

つ：
.

■'
; 

な
る
か
ら
、
伸
界
の
幣
制
も
變

e
、
.

國
際
11
9

の
決
濟
も
金
を
必
要
と
し
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

〕

さ
う
な
れ
ば
、
金
の«

位
は
极
本
吣_
,
 

革
を
蒙
令
る
わ
け
で
、
资
砟
と
し
て
の
傲
値
を
も
喪
ふ
で
あ
ら
う
、
と

v>

.ふ
の
で
あ
つ-
た
。

, 

，ノ'
-:
'

\
,し
：.
：

- 

,

殊
に
ド
ィ
ツ
經
濟
相
ヴ'ァ-
ル
タ
ア
•

フ
ン
ク
が1

九
四
.

〇
年
七
月
廿
五
日
芦「

歐
洲
經
濟
新
嵇
存
案」

の
概
貌
を
：公.
表
し「

_
:
そ
.
れ
.に
'
' 

.

-

.

.て
於
い
^ :
.

示
し
で
か
ら
は
、
來
る
べ
き
經
濟
新
秩
，序
に
於
^ ;

る
金
の
地
位
如
何
が’
，學
，者
實
際
家
の
關
心
を
著
し
く
惹
く
に
革
心
た
の
：で

.
あ
.
る
0 

:.
■■
■
:
:勿
#

ア
ン
^ :
:

H

ス
チ
ユ
ア
の
意* .
^

も
有
し
て
；ゐ」

,
■
: 

た
で
あ
，ら
う
。
が
し
か
，し
、
今
後
の
，世
界
經
濟
が
經
濟
圈
體
制
に
间
ふ
も
の
と
，す
れ
ば
、

一

^

し
‘

て
こ
の
事
は
日
嫩
研
の
協
カ
に
侬
：'._、

 

0
 

;-
.
,に
，り
<
_
比 

一

る
べ
，
き

絆

濟

秩

/ >

に
於
い
‘

V

金
が
如
何
な
る
地
敗
を
占
む
.べ
き
で 

‘

あ
り
、
又
占
め
る
：で
あ
ら
う
か
は
、
愼
重
な
る
檢
討
，を
加
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
。

 

:

.

■

:

.

而
し
て 

一
ロ
に「

金
問
題
り
と
言
っ
て
も
、，
そ
れ
は
決
し
て
軍
純
で
は
な
い
。
そ
れ
‘
に
は
幾
多
の
部
面
が
あ
る
の
：'で
.か
っ
て
、
救

は

，

'■
•:
'
:
,之
を
'0
:-
3

金
本
位
制
廣
の
問
題
、

(

ニ〕

發
券
準
備
と
し
、

の
金
、

(
三
； }

價
灌
尺
度
と
し
て
の
金” 

C

四〕

國
際
支
拂
手
段
と
：し

V

の
：金
、

-
.
' 

ぐ

：

, 

;>
■

. 

$

)

_

ロ|
ネ
し
：

H

の
#,

の.
諸
問
題
に
分
け
て
み
免
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
以
下
こ
，れ
等
の
問
眼
の
主
た
晶
に
就
い
そ
#
察

を

加

へ
.、
 

よ
う
と
思
ふ
。
 

: 

’ 

•

■

.

-
 

. 

.
 

,
• 

..
.. 

-
.
-
.
.
-
.
.
.
.I
-L-パ
'
-

-.
'
.
-

ぐ

-;-
-

二

./.
.,
.
.
:
.
-.
.
.
.
.
:
|
-
-
.
0

:'
-ム

.

.

.

い

::
.■
-
 

.
 

.

.
 

-
V
:
.
'
: 

- 

.

，

'
■

■
, 

.
 

.
■
■

.-
■■,
1,' 
. -
. 

.

.

. 

I 

- 

' 

.
 

t... 

-

■.
'

:

, 
■ 

- . 

. 

\ 

r

 

'
-
、

?.
- 

' 

,-

.「.

-

....
•
- 

.. 

‘ 

- 

_ 

-
: 

. 

;

-■

、
- 
. 

. 

- 

■ 

-
i 

.

.

- ，
金
求
位
糾
度
の
略
史
 

\

 

,

〒

「

金
間
題」

に
包
栝
せ
ら
れ
る
諸
點
，の
ぅ
ち
ノ
最
も
重
要
為
る
も
の
ば
、
金
本
位
制
度
の
問
題
で
あ
る

o

'
何

と

，な

れ

ば

、

'

他
.

Q
.

あ
：ら
ゆ 

る
金
問
題
は
、
金
本
位
制
度
に‘關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
乂
本
位
制
度
の
如
何
は
紙
濟
機
權
運
營
の
中
樞
を
成
す
も
の

.

で
：
あ

る

か

ら
.

.

'

. 

/
 

. 

- ■■ 

, 

... 

. 

■

/
'
 

.

.

. 

. 

. 

- 

■

.
 

. 

V
. 

.

.

. 

メ 

. 

. 

. 

.

.

.

. 

, 

; 

. 

. 

. 

. 

- 

.

.

.

. 

. 

I 

- 

■ 

. 

.
/ 

. 

, 

.. ノ

で
あ
る 
o 

■
 

、
 

_
 

- 

.
 

: 

く

'.
\ 

と
こ
ろ
.
で
'

金
t

位

遭

が

將

來
0

興

濟

馨

：に
於
い
て
如
何
な
る
地
位
を
獲
.
る̂

あ
ら
ぅ
か
を
考
察
す
；
に
當
つ
て
.
ぼ
.、
先
づ
こ
-̂

の
制
度
が
旣
独
に
於
-
い
て
如
何
な
る
過
程
を
漉
て
發
展
し
、
如
何
に
機
能
じ
、.
而
し
て
如
何
に
し
て
崩
壞
し
た
か
を
通
觀
す
る
.必
：要
が
.；
.

.

ン

.

. 

あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
等
の
，諸
點
を
明
か
に
し
さ
へ
す
れ
ば
、
こ
の
'
制
度
の
將
來
に
つ
い
て
も
‘
凡
そ
の
姑
透
し
を
建
ズ
役
る
.
管
：で
: 4
>

る
？
：
'
.
、

• 

. 

.

. 

V 

.
•-
- 

'
 

' 

■ 

. 

. 

: 

: 

.

.

.

. 

: . 

.
 

. 

. 

.

.

.

. 

.

'

'
 

r
. 

.

.

.

.

I

: 

:

•»
:
.'
•■-
 

• 

'
，
.

.
ニ
，'

:

,

.

v-
>

、
.
.
：

 

* 

. 

.

.

-

乂
繁
金
を
通
貨
と
し
て
使
用
，し

た

歷

慶

、
'
頗
る
古
い
も
客
あ
る
。
し
：̂

I

位
制
度
と
，し
て
確
益
し
て
角
？
_

_

は

極

.
'
'
:
、
パ 

く
短
い
も
の
で
あ
つ
て
、：
こ
の
制
度
を
别
め
て
採
用
し
た
も
の
は
，1

八
一
六
‘
平
イ
ギ
リ
ス
忆
於
い
て
^

か
つ
た
。
即
ち
そ
れ
以
前
に
，於 

い
て
は
、
孰
れ
の
國
に
於
以
て
、も
時
に
ょ
り
命
义
は
^

、
浩
し
く
は
そ
.
の
兩
者
が
通
貨
と
し
て
流
通
し
て
ゐ
た
が
、
.

玆
に
金
の
み
‘を

以
‘

.

.

.

.

.

.

J- 

-
I 

» 
;■ -■-■
■
■ 

• 

■ 

• 

■ 

■
 

• 

- 

.. 

.. 

4 

1 

ノ
 

- 

■ 

i
- 

. 

.

.

.

.

.

. 

•
.

つ
て
‘
木
位
と
す
る
制
度
が
初
め
て
確
立
さ
れ
た
の
で
ぎ
つ
た
。
ハ
.

*
 

• 

'

し
加
し
乍
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
金.木
位
制
度
採
用
も
、
庹
ち
に
こ
の
制
渡
の
哿
及
を
も
，た
ら
ナ
に
至
ら

.
な
か
つ
た
。
即
ち
十
九1

紀
の 

，第

三
*

四
半
期
に
至
る
ま
で
は
、

ョ

ー
.
H

ッ.
バ
、
，北
て
メ
リ
力
、
-T

ジ
T

に
於
’い
て
も
輝
本
位
制
度
及
び
銀
本
位
制
度
が
佥
盛
を
極
め 

て
ゐ
‘
た
の
で
あ
る
。
，然
る
に
ド
イ.ツ
'

が
普
#

戰
爭
勝
利
の
氟
勢
お
驅
り
、

一，
八
七
、

J

 

ニ
年
、に

完

全

に

.

金
本
位
級
度
に
移
行
し
た
と
と
は
、

金
木
位
制
度
做
立
運
動
發
展
の
先
鞭
を
づ
け
だ
も
の
，で
あ
つ
て
、

.

ド
イ
ツ
に
，續
W

て
ス
デ
ン
、デンマ、ルク、及びノルゥ天イ 

が

之

备
'立
し
、
，オ
ラ
ン
グ
も
亦
之
に
追
隨
し
た
。

‘
パ.

^

:■
'

.

へ

世

界

齡
.

濟
新
砂
序.
式
金
め-
地

位
-

-

 

三

，(

七
1

S

V'



世
-

界
輕
濟
新f

 

地
位
■ 

, 

. 

, 

t
 

' 

<

四

(

七m
o

 

.

匕
れ
等
諸
|

,

於
け
る
：金
本
位
制
库
の
採
用
は
、
當
時
な
ほ
複
本
位
制
度
に
據
つ

‘

て
ゐ
た
?-

ア
ン
貨
，幣
同
盟
諸
國
に
必
然
的
に
影
響 

を
及
ぼ
じ
、

遂
ひ
に.
ラ
テ
ン
货
幣3
:

跟
請
國
も
ー
八
七
八
牢
金
本
位
制
度
へ
.
.の
，途

を

迪

る

こ

と

1

な

ジ

た

。
，

一
方
、

同

#
、
に

複

本

位

制 

度
玄̂

^

し
て
、ゐ
た
ア
メ
リ
カ̂'
;
:
:執
擁
*

:

る
位
維
特
の
運
動
が
あ
づ
灰
に
も
拘
ら
ず
、

：

遂
：ひ
に
'
:

r
:

九Ĉ
C
D

年
に
，は
金
本
位
法
を. 

ー
制
淀
せ
ぎ
る
を
得
ざ
る
ね
至
つ
た
.0
.

.
 

」

、

.

:■
:

'

ベ

ん

:

し
§

卞

：
イ

：
ツ
.

を

：發G;
た

金

本

餘

樹
_

灯
：衝

動

呔
S

 

.

-

幣
制
統
賢
施
す
る
實
カ
を
缺
い
た
ヨ
ー
ノ
ロ
ッ。ハ：：

諸
曝
及
び
议
_

諸
國
、：ぃ#

&

濟
的
發
展
め
.
比
較
的
幼
雅
で
.
あ
0:
た
來
洋
荩
び
中 

:

米
諸
：國i

の
餅
き
：で
あ
つ
た
こ
と
、
、
e

c -
M

八
七
o

年
及
ひ
八
⑥
年
代
に
於
い

.
て
、
世
界
の
金
生
廣
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
.
と〜

に
あ
.
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光
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鮝
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九
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爾

讓

掘
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ず
；
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が

出
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宠
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後
經
辨̂

然
る
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イ
ギ
リ
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が
一
九
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の
卞
に
こ
.

の
制
度
の
縱
持
を
因
難
と
す
ふ
國
が
現
は
れ
っ
：
、
ぁ
ウ
た
が
、
遂
ひ
に

r

九i

 

一
二
年
春
オ
ー
み
ト
リ
ア
菔
に
そ
れ
に
»
い

て.

,

.
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ィ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
離
說
はK

あ
t
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リ̂

グ
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：プ
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ク
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を
'ぞ
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.
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な
く
し
、
ァ
ス
リ
ヵ
の
如
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年
後
に
同
樣
の
霞
ゼ
講
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繁

^
敏
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九
三
三
年
の
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;
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濟

會

議

れ

遺

物

と

し

へ

て

殘

^

し
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^
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
は
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.依
然
^
.

の
：制
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^

執
着
し
て
ゐ
_
 

.

た
が
、
時
代
の
波
に
は
抗
し
切
れ
ず
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>

べ
.：ル
：ギ
卜
の
，脫
落
敗
ら
漸
：次
動
撖
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燴
し
>

豬
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，以
上
が
金
本
位
制
使
變
遷
.
の
略
史
で
ぁ
る
が
、
之
に
ょ
っ
.
て
も
、
こ
の
制
度
が
:1
{
|
:
.人
^

想
歡
-
に
反
.し
、
1 1

和
百
一
:
1

十
年
ぽ
か
り
.の
.
短

.

.

,

.

.

い
膝
史
を
有
す
る
に
過
ぎ
た
い
と
と
が
沏
る
の
で
ぁ
る
。
し
か
も
そ
の
間
* 

ニ
.
度
の
俘
祀
龄
餘
儀
：.な
く
を
れ
*

ゐ
.
§

の
：で
.ぁ
'
る

..
0

_
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
金
木
侦
略
史
に
於
い
て
吾
々
の
注
意
を
惹
く
點
は
、
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)

元
來
金
本
位
制
度
た
泞
も
の
.
は
"

確
^

た
る
辄
論
に
_

ぃ
'
て
建
諛
さ
^

於
も
'
の
,

は
教
く
：
興
.
へ̂

^

1

事
實
に
促
さ
：れ
た
.
も
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經
濟
上
有
力
な
る_

が
金
本
位
制
度
の̂

丛
及
び
停
张
ゼ
決
定1>
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^

と
.と
、
が
、
福

；の
：
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國

吹
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を
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^
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ち
ィ
ギ
リ
ス
が
.一

八

r

六
铝
に
こ
.

の
制
度
を
確
立
.1 .
'
た
當
時
^

於
_
い
そ
ー
は
‘

、，そ
_

_

に
先
立
^ :

，
ィ
_ギ
？
务
が
金
貨
^

高
慎
$ :
'

，
：：親
:

'

, 

'貨
に
舭
價
を
附
し
た
結
果
、
銀
貨
が
流
通
外
に
騮
逐
せ
ら
れ
て
金
貨
の
み
が
流
通
場
裡
に
殘
留
し
た
事
實
に
據
っ
た
の
で
ぁ
备
。
又
ド
\

’

.

ィ
ッ
の
プ
八
七
三
年
に
終
げ
る
金
本
位
採
用
後
、
急
逮
に
$

の
制
度
樹
立
の
氣
運
が
颇
成
さ
れ
た
の
も
、
1
< 

八
五
〇
年
，以
降
1
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間
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世
界
經
濟
新
秧
序W

金
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新
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命
の
地
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六

(

七
ニ
八〕

に
金
生
席
が
激
增
し
，た
に
，對
し
て
^

{

產
は
殆
ん
ど
同.一

，程
度
亡
あ
，つ
た
，に
も
拘
ら
ず
'

金
銀
：

a

價
の
變
動
が
此
較
的
僮
少
で
あ
つ
た 

の
比
、
金
の
價
値
於
酿
實
で
あ
る
と
"

の
認
識
を
生
か
に
埜
つ
た
匕
と
に
依
る
.
の
で
.あ

み

ふ
* 

' 

,

:
.

,

そ
，れ
故
に
、
金
本
位
制
度
の
樹
立
が
‘
偶
然
の
事
實
に
.
做
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
一
！

i

は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
制
度
が
普
及
し 

た
の
,̂

、
經
濟
優
力
國
が
之
を
\

採
用
し
^

の
に
由
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
制
度
を
創
設
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
當
時
世
界
經
濟
の
榴
蒭 

丨
W

で
あ
つ
；た
が
故
f t

、
ド
イ
ツ
も
之
哀
準
じ
た
め
で
あ
り
、
ド
イ
グ
が
之
を
採
用
し
た
爲
め
に
"
近
隣
諸
國
も
そ
れ
に
從
は
ざ
る
を
得 

な
か
つ
た
、の
で
あ
'
る
。
又
^

の
後
に
於
け
る
諸
國
の
採
用
も
，、
經
濟
優
カ
國
に
對
す
る
經
濟
關
係
、を
密
接
に
保
つ
爲
め
に
、
必
然
採
ら
、
 

ざ
る
を
得
ざ
る
方
途
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
發
生
使
的
に
か
れ
ば
、
金
本
位
制
度
が
世
界
的
貨
幣
^

位
制
度
の
地
位
を
獲
得
し
線
，た
の
は
、
經
濟
中
心
國
が
之
を
採
用 

し
、
且
つ
と
(0
,'
制
度
の
運
營
を
圓
滑
な
ら
し
め
る
に
足
る
だ
け
の
，'金
の
供
給
が
獲
ら
れ
た
結
果
で
あ
つ
た
、
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
の 

で
あ
る
。
こ
-
の
點
は
、
货
幣
制
度
の
動
向
を
^

察
す
る
に
當
つ
て
^

慮
し
な
け
れ
ば
な
•
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
，あ
つ
て
、
例
へ
-

ば
ド
イ
ツ
.が
金 

を
躲
礎
と
す
る
货
幣
@

を
今
後
採
用
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
强
調
し
て
ゐ
る
場
合
、
ド
イ
ツ
及
び
ョ
ーa

ッ
パ
大
：

1

に
殆
ん
ど 

金
產
を
有
し
な

i
:
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事
實
に
之
を
照
合
ず
れ
ば
、
そ
れ
が
'
必
然
の
行
き
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
1

へ
る
の
で
あ
る
，。
そ
れ
と
同
時
に
、
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令
次
大
戰
の
後
に
於
い
.
て
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世

界

經

濟

，

の
榴
導
ヵ
を
も
0

國
が
全
坐
產
を
亥
配
ナ
.
る
‘
地
位
に
立
な
：た
と
し
恕
な
ん
ぼ
、_
.
や
の
場
合
貨
幣
.
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で
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も
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圓
雪
る
機
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を
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應
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三
、
金
本
位
制
度
と
資
冰
主
義
；

S

濟

、
’

金

，本

位

制

度

が
パ

過

.
去
に
於
い
て
存
莅
し
た
僅
か
百
余
年
-

の
間
に
於
い
'

て
も
"

そ
の
機
能
に
つ
い
て
ば
@

々
の
：|
|

_

も
^

.

つ
た
し
、
又
.

事
實
そ
の
機
能
を
圆
滑
な
ら
し
め
る
爲
め
に
各
國
貨
幣
當
局
は
多
大

0
：

腐
心
を
拂
つ
た
と
こ
ろ
で
あ< >
^

;

0
し
ー
か
し
，
、

^

れ
に
も
^
ら

ず
、
少
く
と-

f

第

I

欢
大
戰
前
に
於

い

，
て
ば
•
、此
較
的
順
調
な
る
機
能
を
營
ん
で
ゐ
た
と
い
；
こと
が
出
來
ょ
5 ;
:0

然
ら
ぼ
、

.
こ
^

時

代
に
於
'い
て
、
金
本
位
腺
度
が
比
歡
的
順
調
^ -

る
機
能
を
營
ん
だ
の
は
何
故
で
あ
づ
た
で
あ
ら
う
加
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こ
め
問
題
は
、
そ
の
制
度
の
版
來
を
穷
察
す
る
爲
め
に
は
ど
う
し
て

^ .

解

明

し

叙

け

：ル

«

な

屯

ぬ_

で
へ
あ
る
.が

、
；
独

ー

吾

ィ

は
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幣
本
攸
制
度
の
甚
礎
比
存
ず
る
根
本
の
條
件
を
顧
み
，

る

必
要
が
あ̂

9

そ
の
條̂

4

は
_

貨
歡
^

^

制
度
：な
る4 -
抑
が
、_」

そ
.
の.食
畤
0
.
.

經
濟
的
發
展
が
段
階
に
照
應
し
た
も
の
.で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.

と
い
ふ
こ
ど
で
あ
る
パ
妣
何
に
理
論
的
に
優
れ
た
本
位
制
度
で
あ
つ
て

も
、
當
時
の
經
濟
狀
態
に
相
應
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
十
分
な
る
機
能
，を
架
し
得
な
い
も
.
の"
で
あ
，る
0,
辭
か
る
制
度
を
强
ひ
て
實
施 
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す
る
な
ら
ば
、
そ
の
運
用
上
幾
多
の
摩
f

.

免
れ
‘ず
、
結
局
杧
於
い
、て
破
紱
せ
ざ
る
を
得
な
丨
い
で
あ
ら
う
。
是
れ
に
反
し
て
、
假
令
现

論
的
れ
は
蒞
千
の
缺
陷
が
あ
る
と
し
て
も
、
當
時
の
經
'
傭
肌
態
，に
相
應
し
た
も
以
f

あ
ふ
な
ら
•ば
、
相
當
の
機
能
を
果
し
得
る
で
あ
ら 

.
，
う

。

要

す

る

に

‘
'
本

位

制

度

が

ょ
ぐ

_

待
さ
れ
得
る
に
は
、
.
當
時
の
經
濟
的
發
展
段
亂
に
照
應
し
た
も
の
で
な
け
れ
'ば
な
ら
ぬ，

と
い
ふ 

の
が
、

,/

貨
幣
制
度
に
關
す
る
私
の
a '

本
的
見
解
で
あ
る
1

■

.

パ

• 

'
•

.

’之
を
#

實
に
就
い
て
み
る
に
、
前
染
の
、如
ぐ
に
' 

金
本
位
制
度
は
歷
史
的.に
は
與
ベ
ら
れ
た
襄
實
が
そ
の
ま
、
押
し
進
め
ら
れ
て
成 

立
發
展
し
，た‘
の
で
あ
つ
て
ぐ1

の
發
坐
で
あ
る
とg:

さ
れ
，る
れ
で
あ
る
が
、
‘

し
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で
あ
る
か
ち
、
’
物
似
の
安
宛
を
確
俅
し
ょ
ぅ
と
す
れ
け
、
，そ
れ
が
貨
幣
側
而
.
に
對
し
て
.
要
請
さ
れ
る
の
.は
當
然
と
さ
れ
な
ガ
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
こ
の
：事
は
、
，資
本
电
義
褒
濟
が
貨
幣
を
以
づ
て
す
る
交
換
經
濟
で
あ
り
、
貨
幣
を
中
心
と
す
名
機
構
.で
あ
石
點
が
ら
も
; '

當
然
.と
：
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な
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ぬ
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贺
に
、
資
本
生
義
經
濟
は
.私
有
財
產
制
度
の
^

礎
の
上
に
至
っ
て
ゐ
^

。
從
っ
て
資
産
.

0

確
保
が
必
然
：要
請
さ
朴
る
<0
'

’で'
‘あ
る
が
、

, 

資
本
主
義
經
濟
が
前
述
の
如
く
に
貨
幣
中
心
の
’經
濟
で
あ
る
以
上
、
貨
幣
を
通
じ
て
資
產
办
確
保
が
鑌
ら
ル
な
け
れ
ば
な
.ら
ね
。〈
即
ち
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貨
幣
を
通
じ
‘

て
の
價
修
の
確
保
が
，、
資
本
、義
經
濟
の
維
持
運
營
の
た
め
に
不>

 

能
の
要
件
と
な
る
の
-

で
I

。

ン

, 

然
ら
ば
、
'
貨
幣
W

面
に
.於
け
る
物
價
の
安
觉
瓯
と
慣
値
の
確
保
' ^
は
、

如
做
に
し
，て
.
求
め
得
ら
-
れ
る
か
？

理
論
的
^

言
.
へ.
.ば
、
そ
. 

れ
に
は
_

然
的
と
-

と
の
二
方
式
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
資
本
主
義
；^

濟
体
來
の
性
格
，か
ら
言
へ
ば
、
自
然
的
方
式
が
ょ
り
安
' 

當
し
た
も
の
，で
あ
，る
こ
と
は
明
か
で
あ
‘
る
0

‘
即
‘ち
人
爲
的
方
式
に
依
ら
ず
し
セ
«>
,
物
價
を
安
^ :

せ
し
，め
る
.と
同
時
^

_

値
の
確
保
^

蜜
_
 

成
せ
し
め
る
方
式
こ
ぞ
t 

•資
本
主
義
經
濟
に
勝
喚
し
た
も
の
と
言
ゆ
ね
ば
な
ら
，ぬ
の
■
で
あ
る
o

而
し
て
斯
か
る
か
式
^

は
、
結
局
貨
幣 

H

姐
を
^

-

祁
の
、
そ
れ
肖
禮
賈
値
を
宵
す—

る
物
資
に
給
付
け
る
制
度
^

あ
る
。
さ
ぅ
オ
，れ
ば
、、
物
價
は
斯
か
る
物
資
り
價
倫
1

離
昨
て 

著
し
い
變
動
を
於
レ
得
な
v >

と
同
時
に
、
斯
が
，る
物
資
め
價
値
を
通
t =

て
資
產
，の
«

値
の
：.親
傲
，を
^

達
成
し
得
令
鬼

.

ぁ
る
。：.
か
く
の
.：
 

.紙
く
、‘
外
部
の
或
る
1

資
の
‘
懷
値
に
貨
幣
價
値
を
結
：^

た
制
禮
を『

枸
束
本
位
制
度』

と
い
'ふ
の
で
あ
る
が
、
拘
束
本
位
制
度
こ
そ
は 

無
^
制
經
濟
の 1

3
3
1出

な
る
安
定
と
價
値
め
酿
’保
を
澈
ち
す
も
印
で
あ
っ
そ
ゝ
資
本
至
義
經
濟
に
必
然
的
關
聯
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と 

稱
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
，の
で
あ
る
。
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，と
こ
ろ
で
、
貨
幣
似
侦
を
結
付
け
る
飯
资
左
し
て
十
14

來
撰
ば
れ
た
物
が
，、
主
と
し
て
金
报
で
あ
つ
た
こ
と
は
煳
知
の
、通
り
で
あ
る
" 

し
か
し
^

妒
し
i

金
鈒
たる

を
： ®
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し
な
い
の
で
.
あ
つ
て
、
‘
要
す
る
に
、
そ
れ
肖
體
惯
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有
す
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同
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の
價
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潘
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，い
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^

化
を
讓
む
ら
な
い
物
で
あ
る

.と
，と
咖
、
そ
の
要
件
な
の
で
あ
る
，

o

十
；：I

く
は
銅
の

.如
き
姑

'そ
の

.

位
に
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
し
、

-

又
十
九 

世
紀
に
於
い
て

>
.銀
は
そ
の
價
値
の
普
落
か
ら
斯
か
る
地
位
を

'喪
夹
し
た
の
で
あ
，る

9

獨

L

金
は
、
そ
の
價
値
.が
最
も
確
實
安
定
し
た 

の
で
あ
る
と
訖
め
ら
れ
次
が
故
に
、
保

然

本

：

^
;制

度

礎

た

る

他

位

を

保

§

じ
て
來
た
，の
で
あ
る
。

そ
，れ
故
に
こ
の
意
味
に
於
ハ

,

て
、
拘
束
本
位
制
度
の
一
型
式
た
る
金
本
、位
制
度
は
資
本
主
義
經
濟
に
必
-
然
的
關
■

,§
:

'

有
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
推
論
す
る
こ
と
が

:
.出
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る
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淛
遽
が
資
_

，

義

經

濟_

然
的
關
聯
を
贫
ず
る
も
办
^
^
^ぁ
る
と
す
る
ぎ
ば
、
"

第
-

次
.藝

後

裡
»

$

れ
ぢ
C
.

C O

,制
度
が 

:
い
何
邀
壤
せ
贪
々
ま
得
渰
か
0

—

で
：あ
ら
< 5

属

，
：
，
；
：
叉

.肩
故
|1
!:
:

徵
か
る
^

;

を
發
揮
し
：得
東
か
.っ「

た
^

あ
^

ぅ
.；か
？

こ
、の
事
ぢ
晰
か 

m

す
.
る
，；

v；

と
は
、
結
局
金
: ^

漱
制
鹿
が
今
後
如
何
^ ;

る
地
位
を
占
め
#

る
ヤ
姦
ら
を
か
を
，

す
务
も
冷
で
.
な
け
か
ば
.
な
ら
ぬ
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■次
大
戰
後
め
^

本
位
哪
度
が
、
姿
仰
後
興
後
數
年
に
し
て
崩
寧
の
■

運
に
遭
遇
^

た
^

は
何
故
'
で
.
.あ
る
、か
と
い
ふ
.
に
、
そ
の
直
'
.
' 

满
の
動
因
と
#

っ
.た
も
■

:

 :■

太
戰
展
に
■

け
; ^
_

濟
の
反
動
に
外
I

な

襄

た
C o
.

家

る
9

_

そ
.
れ
も
•

锥
終
了
贫
數
^

§

^

は
、

. 

.
:戰

爭

參

加

國

を

顿

や

と

讀

：.貨

幣

制

度

の

檩

風

忙

ょ

タ

ル
で
、
麗
經
濟
の
各
部
面
に
不
況

Q

波

が

讓

！^

潤
し
て
來
た
の
で
，あ
る
。
そ
れ
が一

九
三
一
年
五
月
に
始
る
す
ス
ト
リ
ァ
及
び 

丨
ィ
ツ
の
，金
M

、恐
；^

と
し
て
表
瓦
化
し
.

へ& .

に
そ
れ
か
國
際
金
刷
恐
慌
と
し
て
發
^

し
て
ィ
ギ
リ
ス
に
波
及
■
す
る
，に
至
つ
た
$

と
ド
、 

金
本
位
制
度
破
綻
の
直
接
的
動
因
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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'
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し
か
し
乍
ら
、
金
本
位
制
度
が
そ
れ
だ
け
の
動
因
.

で
崩
壊
し
た
と
み
る
の
は
、
皮
相
'

の
觀
を
免
れ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
^

に
到
る 

ま
.
で
に
、
こ
の
制
度
が
關
滑
な
る
機
能
を
课
し
#

な
。か
0

た
理
出
が
あ
つ.
た
の
で
あ
れ
、
又
そ
の
戡
礎
に
は
、

こ
の
制
度
を
破
局
に
導 

い
た
极
木
的
要
因
が
徉
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
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、
兜
づ
第

1

次
大
戰
後
の
金
本
位
制
鹿
の
機
能
を
！！
滞
せ
し
め
た
理
由
と
し
て
は
、
次
の
如
き
諸
點
を
指
摘
す
‘る
こ
と
が
出
來
名
の
：で

-
あ
る
。
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’
金
本
位
制
度
自
體
の
.
型
式
鐘
化
が
ぁ
っ
た
|

9

;

即
ち
戰
後
の
余
本
位
制
度
は
金
爲
替
本
位
制
度
を
主
流
と
し
た

の

で

あ 

つ
て
、
理
論
的
に
は
現
實
の
金
も
、
そ
れ
に
代
る
金
爲
替
も
，、
同

一

の
作
用
を
有
す
.
る
害
で
•あ
'る
が
、
‘廣
際
に
は
兩
者
の
間
に
著
し
い 

相
違
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。 

■

前
.
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
金
本
位
制
度
に
在
づ
て
は
、
金
が
國
際
問
を
移
動
す
.
る
こ
と
，に
，依
り
’
、

關

係

國

の

，、流

通

貨

幣

及

び

物

價

だ
 

變
動
せ
し
め
、
之
を
通
じ
て
'
國
内
的
に
も
國
際
的
に
も
-
經
濟
活
動
が
指
導
せ
ら
れ
る
と
い
'ふ
職
程
を
經V

、

國
際
的
經
濟
均
衡
關
係
が 

招
來
さ
れ
る
の
で
.
あ
る
Q

金
の
流
人
及
び
流
出
.
が
關
係
國
の
流
通
貨
幣
及
び
物
價
.
の
變
動
か
ら
招
來
せ
ら
れ
、
，そ
れ
が
ま
た
流
通
貨
齡
. 

及
び
物
價
を
變
動
せ
し
め
，る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
金
爲
#

の
’
移
動
に
依
つ
'
ャ
は
、
現
.
實

、の

金

ど

同

1

の
作
用
を
發
揮
す 

る
と
と
も
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
場
合
も
^

る
の
で
あ
る
9

即
ち
一
方
の
阈
で
は
流
通
貨
幣
及
び
物
偎
.の
變
動
を
惹
起
し
な
が
：6

、.
相
手
- 

の
國
で
は
之
を
生
じ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
.
る
0

P

みk

ら
ナ
、
直
接
金
移
動
虹
關
保
の
な
い
第
三
，國
に
影
響
を
與
へ
る
M

l

o

)̂
-
生 

じ
た
の
で
.
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
.

金
爲
替
は
嵐
際
金
融
の
へ
中
心
地
に
於
い
て
決
腐
さ
れ
る
.關

，係

上

、

斯

が

，
る

.
中
心
に
宂
つ
'
國
：

5

^ ;;

自
國
' 

に
直
接
關
係
の
な
い
經
濟
取
引
か
ら
金
移
動
.
の
，影
響
を
蒙
.む
る
や
ぅ
に
な
つ
た
^

文

あ

，
る

。
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要
す
る
.
に
、
金
爲
替
の
場
合
に
は
1

.

の
移
動
か
ら
度
ず
る
影
響
の
'

仕
方
炉
現
實
の
金
.
と
ゆ
必
ず
し
も
同
一
で
な
く
、
且
つ
複
雜
性
..を
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,

增
し
た
の
’

あ̂

て
、.
，
そg

結
果
金
本
位
制
度
の
機
能
を
‘
完
全
た
發
揮
せ
し
め
# -

故
く
な
つ
’

た
の
で
あ
る
。

' 

-

•
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0
1

)

大
^

^

際
別
短
^

^

金
が
糌
大
し
た
七
^

^

虚
算
^

移
動
に
特
殊
性
が
加
铽
の
た
こ
と
？

；
 

t 

,

第
一
次
大
戰
後
は
榍
際
的
短
期
义
は
部
動
資
金
が
激
增
し
、
そ
れ
が
ロ
ン
，ド

X
、

一一
 

本
ゥ
，'
.

_

1ク■

の
如
き
國
際
命
融
.中
心
$

勿
に
滯
：. 

肩
し
て
^
次
.0

斯
か
る
資
^

0

激
增
は
、

一
っ
¥

‘は
金
爲
替
本
位
韻
摩
の
普
及
等
に
も
依
香
し
ノ
ま
>
た
热
治
的
、
經
濟
的
^j

に
社
會
的
：
_
 

_動
播
不
安
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
め
で
あ
る
が

、

そ
の
叠
金
が
動
も
す
れ
ば
百
額
^

流
動
し
、
し

か
. %

そ
ゆ
流
動
が
頻
發
し
た
.の
.. 

で
多

る

。

勿

f

か
る

^

金
の

流
動
は
金
の

#

動
.を
伴

つ

た
の
で
あ
つy

、

金
移
動
は
金
本
位
制
度
本
來
の
f

で
は
あ
る
け
れ

ど

も

* 

そ
の
^

艰
は
却
ク
て
經
濟
的
動
描
を
惹
起
‘
す
石
傾
邮
を
も
つ
た
の
で
あ
る
。

,

、

.

.

か
く
の
•

含
金
移
動
の
^

:

に
、
特
殊
、の
金
移
動
が
戰
後
は
顯
箸
1 i

な
/

つ
た
o

'

と
い
ふ
ょ
り
は
、
各

國

び

貨

幣

當

局

は
«■

來
‘る
へ 

だ
け
金
準p

の
確
保
に
努
め
た
結
衆
、
金
爭
奪
戰
を
^

じ
た
か
ら
あ
つ
て
、
こ
の
，種
の
、理
由
，に
蒜
く
金
の
移
動
は
經
濟
的
打
箅
に
依
' 

る
^

,

の
で
な
く
、
政
治
时
性
質
を
帶
び
た
も
の
で
あ
っ
た
o 

、
 

.

;.
.

•

層

ル

：ズ

國

際

短

資

(0
.

流

衝̂

\̂

る

金

移

動

並

：

.

に

政

治

的

金
.
移

動

麻

、
'

.ゝ
ぃ
.

づ

れ
1>
^

#.

國

物

價

に^̂

制
度
の
；機
能
に
對
す
る
喻
碍
A

、な
つ
た
，の
.
で

あ

る
.0
, 

_ 

V
,
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, 
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、 

_

(

三〕

金
が
備
在
し
た
こ
と
.
.

並
に
m

授
寮
が
杜
絕
し
た
こ
と
9 

,

:丨

大
戰
後Q

金
^

-

位
時
代
に
於
い
て
、
，姻
界
の
貨
幣
用
金
は
.紅

瓦

割: ^

ア

メ
”

ヵ
'
愚

約

ー

；
；

:1
'

1 :

分

. ^

フ
ラ
ン
ろ
に
：集
中
^
:
、

.

殘
り
の
■ 

ニ
#

五
分
も
大
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
に
嵐
す
る
^

の
で
あ
つ
、た
。
殊
に
ア
メ
リ
•

力
へ
■

中
傾
向
は
愈
：々
颂
化
さ
れ
.

て
'ゐ
た
の
で
あ
る
が
丨 

,

斯
く
の
咖
き
金
侷
在
に
當
面
し
て
は
、
金
，準
備
‘
の
少
い
國
が
自
甘
な
.
る
余
.

^

:

.を
放
枉
も
# '

な
ぃ
.
こ
士
は
當
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
0 
. 

笫

一

次
大
戰
前
に
於
い
て
も
、
各
國
貨
幣
用
金
の
饬
高
は
決
し
‘

て
均
衡
を
得
て
ゐ
た
ゎ
け
で
は
な
か
っ
た
が
-
そ
ル
に
も
佝
ら
ず
金

,

本
位
制
度
の
^

：̂

が
比
歐
的
®
調
な
る 
>

得
灰
ゆ
^

、
‘爾

際

金

融

の

：中

、
仏

國

.即
务
ィ
•ギ
リ
ス
が
比
較
的
寬
火
な
る
對
外
投
資
を
行
び
" 

そ
れ
が
請
國
の
金
本
位
維
持
を
助
け
て
ゐ
’

の
で
あ
る
Q

然
る
に
大
戦
後
に
於
い
て
は
、
Fi
t

後
の
-
败
年
を
除
い
て
は
殆
ん
ど
ア
メ
，リ
ヵ 

及
び
ィ
ギ
グ
ス
の
對
外
役
資
が
杜
絕
に
近
い
狀
態
に
陷
ジ
た
の
‘
で
あ
■
る
9

從
つ
て
，
金
难
備
も
豐
富
な
ら
ず
、
义
外
資
惜
入
も
‘出
來
な 

い
阈
が
，、
不
双
の
浸
潤
に
つ
れ
て
金
木
位
難
持
に
闹
雒
を
感
ず
る
に
：虫
つ
た
の
は
蓋
し
常
然
の
次
第
だ
今
た
の
：で
あ
る
。

:

以
上
味
，；

第
：

」

っ
益
歡
◎

金
苯
位
制
度
(/
>

滅
能
が
跷
滞
し
..た
主
袅
る
贺
因
.犮
あ
.り
.、：：.ざ
ぅ
.じ
：た
事
情
妗
存
す
る
^
忙
國
際
金
融
恐
慌 

<

が
突
發
レ
た
の
で
、
金
本
位
制
度
の
金
面
的
崩
壞
を
生
ず
る
に
.ぎ
少
た
，の
ヤ
あ
る
。，，

、

— 

,

し
か
し
乍
ら
、
以
上
^ -

以

9
*

金
木
位
制
度
破
^ ,

の
理
rt
l

i:

输
し
‘
で
.
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
，は
出
來
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
.は
要
す 

:

ぬ
ぬ
表
面
に
現
は
れ
た
理
由
F

過
ぎ
^

い
か
ら
で
あ
カ
て
.

そ
の
装
底
^

横
’
は
る
浪
本
の
^

由
を
.
突
き
止
め
.
る
忍
德
：が
^

る
ぬ
：で
あ
.
る
。 

若
し
：金
本
位
制
度
崩
壊
の
，理
由
が
上
述
の
諸
點
の
^

に
存
し
て
ゐ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

' 

そ
机
簿
事
情
を
除
吱
落
は
是
祀
：;1>
^

へ'
^

*
 

ば
、
金
本
位
制
度
は
稗
現
，存
續
し
得
る
暂
で
あ
る
。
I

れ
に
反
し
て
、4

右
し
そ
の
崩
壊
が
よ
り
根
本
的
な
る
變
革
に
歸
因
す
る
も
の
で
'
: 

あ
る
な
ら
ば
、
1假
令
ト
，述
'の
諾
耍
因
が
除
先
さ
れ
，た
と
し
て
も
、
，金
本
位
制
度
の
供
興
は
不
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
>
ず
、
又
よ
し
ん
ば 

後
興
し
た
と
し
て
も
符
續
性
を
も
ち
得
な
い
か
も
知
れ
^ .
^

の
で
あ
ふ
。

.
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.

-

、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
_

に
關
す
る
私
見
を
述
べ
る
と
、
私
は
金
本
^

の
崩
壊
は
よ
り
棋
深
い
と
こ
ろ
^

そ
の
要
因
を
有
し
て
.
ゐ
令
と
：

ゾ
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へ
る
者
で
あ
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因
と
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あ
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と
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ふ
に
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す
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に
世
界
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經
濟
機
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に
金
本
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制
度
の
機
能
を
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し
め
ざ
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.

•- 

. 

■ 

• 

;
• 

: 

S 

く 

; 

V 

» 

.. 

- 

- 

V .

.
-
-
.
1
.
t 

:
ノ

'.vv-

-
1
- 

■'-:
ブ
•
：

 

... 

.
，
. 

• 

•-. 

•
 

•
, 

•
' 

.

.

.

.

. 

V
S 

.

る
-
を
得
尨
い
推
移
が
惹
靼
し
太
と
い
ふ
-
こ
と
で
あ
'

4

パ

' 

.

• 

' 

\

 

'

斯
か
，る
推
移
の
一
つ
は̂
;

各
國
金
融
構
造
の
變
化
に
現
は
れ
て
ゐ
る
o

元
來
喩
本
位
時
代
の
金
融
權
造
は
、
$

備
を
基
底
と
し
.
て
'

,
そ
の
數
倍
の
流
®

貨
幣
が
發
粹
せ
ら
れ
、
更
に
そ
の
；貨
幣
を
基
礎
と
し
て
現
金
嘴
幣
が
造
，出
'
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
や
ぅ
に
耩
成
さ
、れ
て
ゐ 

世
抓
鸫
濟
新
秧
序
金
の
地
位
，
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此
球
馨
新
秧
序V

金

の

地

涖

—
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:

め 

二
^

ハ
七％

<
〕

る
。
而
し
て
こ
の
糨
造
r

於
い
て
は
、
、
預
金
潰
幣
が
現
，金
貨
幣
と
同1

の

運

動

を

行

ふ

、ど

v >

ふ
前
提
の
下
'
に
、
金
本
位
制
度
の
、機
能
が 

见
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

. 

.
• 

、
 

‘ 

‘

,

然
•る
に
、
近
年
殊
に第

；！

次
大
戰
傲
に
於
い
て
は
、
市
中
鈒
行
の
力
が
强
大
と
な
ざ
に
從
つ
て
頂
金
貨
幣
が
^

,

し
く
膨
脹
を
示
す
に 

茧
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
'
.

H
、

金
移
動
に
伴
ふ
流
通
貨
幣
の
增
减
が
預
金
貨
幣
の
逆
の
增
減
に
扎
つ
て
相
殺
さ
れ
て
了
认
、
金
沭
出
人
の 

影
響
が
^

則
通
り
に
出
現
先
ぬ
こ
と
、
な
つ
た
。
即
ち
、
結
局
金
の
移
動
が
物
價
に
關
係
な
;<

行
.は
れ
.
て
了
.
.ふ
い
で
あ
¥
。

. 

' 

、
も
ぅ

1

つ
の
、
而
も
ょ
り
根
本
的
の
推
移
は
、
世
界
經
濟
が
そ
の
彈
力
性
が
喪
失
し
て
一
來
た
；と
い
.ぶ
こ
ど
で
あ
：る
>
:
前
に
も
指
摘
し 

た
通
り
、
第
，

I

次
大
激
前
の
泄
界
經
濟
は
自
由
資
，本
主
義
.を
拣
調
と
し
て
，ゐ
た
。
面
し
-
て
：
經

濟

：は

自

動

的

H

膨
脹
收
'縮
す
：る
力
を
有
し 

て
ゐ
た
の
で
あ0

て
，
そ
の
.
事
は
景
氣
の
變
動
に
明
か
に
現
は
，れ
て
ゐ
た
め
で
>

る
。
脚
.ち
世
界
經
濟
が
彈
カ
性
を
东
し
て
ゐ
た
の
で
，
 

あ
る
が
、‘
こ
の
弾
力
烛
は
、'

1

0
,

は
物
價
が
自
由
冗
運
動
し
得
た
こ
と
、
、
も
ぅ
1

0

.
は
新
炎
..な
.
..る
'
經
濟
領
域
開
拓
.の
.
可

能

性

が

存

し
 

て
ゐ
た
こ
と
、
に
依
み§

で
あ
る
。
.

■

.

し
'
'
、

*

'

'

'

:

 

.

然
多
に
太
戰
後
の
世
界
經
濟
は
澌
か
る
自
動
的
運
動
性
；を
：
|

喪
珠
じ
た
わ
.け
で
脖
為
い
け
れ
：ど

も

警

：に
歡
づ
て
了
つ
た
，の
で 

あ
る
。
そ

の

理
.1
1
:
1に
つ
い
て
は

玆
に
詳
述
す
る
を

避
け
る
が
、
大
皸
後
に
於
.
い
：て
£

翁
ど
は
異
り
、：#

界

の

坐

嶄

カ

殊

，
に

エ

業

生

產

カ 

■
が
'異
常
な
る
麗
を
.
な
.

^

、

' 

.

.
且
つ
そ
の
地
'
理
敗
分
布
が
^

變
し
た
；0

を
：生
因
：と
し
て
、/
，物
價
運
動
：は
著
.し
，.く
自
由
で
な
'く

^ :

各
と
§

.

.
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世
界
迄
新
た
な
芩
廉
場
^

開
撕
；し
得
.
る
餘
地
；が
殆
ん
ぜ
無
く
な
：づ
て
了
0

た
の
分
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.

〜
：

.
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.

前
.に
述
べ
■

如
ぐ
、：：

資
本
主
義
邂
濟
ば
物
慎
の
；騰
寮U

ょ

冷

て

調

：整

さ

：
れ

る

'
經
濟
機
構
祗
.
あ
名
.
が
、
そ
.
の■
謂
■

# .

た
る
物
慣
が
目
®
 

な
ろ
.運
動
性
免
著
#

ず

る

：
と

吃

に

：な

れ

ば

•

經
濟
ぎ
體
が
自
動
的
氣
免
運
動
を
な
^

得
な
’
い

ヒ

土

明

が
.で
：
あ

る

。
.
從

つI
て
^

價

の

低

落
 

に
よ
つV

、

經
濟
界
を
盤
现
し
，て
新
規
の
^

氣
過
程
に
入
る
.と
い
ふ
こ
と
.
が
困
難
と
な
る
の
で
あ
‘
る
。 
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断
た
愈
る
經
濟
憐
域
開
拓
の
餘
地
が
#

|

經
蹲
に
'
殆
ん
ど
殘
さ
れ
な
く
，な
れ
ば
'

假
令
^.
價
め
低
落
に
ょ

つ

て經
濟
界
が
罄
璉
が 

行
は
れ
た
と
•

し
て
も
、
容
'易
に
景
氣
囘
復
の
方
嚮
に
闵
ふ
ど
と
が
出
來
扠
い
の
.
で
あ
る
.0
■

,
 

^
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m

p

事
は
V

允
S

の
世
.# '
:

經
濟
が
課
占
查
本
主
義
と
.：呼
齡
れ
る
^

と
.
.に
^

つ
で
i
.

判
：安
と
：こ
■ろ
'、で
あ
；る.
.が
、
斯
ぅ
し
た
世
界
經
濟 

愦
勢
に
於
^

谨

、
,
.1.

:國
か
ぢ
她
«

へ.
金
#

動
、
_行
は
れ
て
が
、
金
流
：入
圑
で
：戍
自
.出
m

w

價
5 :
;
騰
貴
せ
し
.
め
；る
.た
と
が
出
來
ず
、
又
金
'
 

.流
：出
.
國

で

凼

物

懷

の
^

展
せ
L
.

め
る
^

^

沢
坩
來
啟
^
の
分
知
も
0-
:

原
則
通
^

^

物
馎
の
.
俄
落
を
.

^

^

せ
し
め
ん
.
と
し
て
も
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旣
ボ
そ
.

- ^

低
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だ

，

止

少
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要
漆
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峰
ま
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て
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々

る
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の
.
で
あ
ー
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か
^
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物
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昆
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©
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濟
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懵
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縱
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濟
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困
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